
令和６年１０月１６日  

 保護者 様 

鶴ヶ島市立藤小学校  

校  長 久保 吉則 

 

引き渡し訓練の実施について（お願い） 

 

 秋冷の候、保護者の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。また、

日頃より本校の教育活動に対しまして、ご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

 さて、本年度、藤小学校は藤中学校とともに埼玉県教育委員会から「学校安全総合支援事業」

の指定を受けました。本事業は、学校種・地域の特性に応じた学校安全体制の構築と、児童・

生徒の「安全に関する資質・能力」の育成を目指しています。 

 ついては、実際に起こりうる災害に備え、小学校及び中学校が連携した訓練の必要性を鑑み、 

下記の通り災害を想定した引き渡し訓練を実施いたします。 

ご多用とは存じますが、引き渡し訓練の重要性をご理解いただき、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

 

記 

 

１ 実施日  令和６年１１月２１日（木）  雨天実施   

 〈想定〉児童が在校している時間に、鶴ヶ島市で震度５弱以上の地震が発生し、停電及び自

家用車の利用ができない状況を想定。 

 

２ 日程 

（１）１３時３０分頃に大地震が発生したと想定して訓練を開始します。C4thで「只今、震度

５弱以上の地震が発生しました。」と配信した時刻を発災時刻とします。 

（２）通信障害を想定し、「引き渡し開始メール」は配信いたしません。３０分間は児童の安

否確認と施設等の安全確認をいたします。 

（３）安全確認終了後、１４時頃に昇降口の扉を開けます。本校職員の指示があるまで校舎外

でお待ちいただくことになります。 

（４）本校以外に藤中学校にもお子様を通学させているご家庭は、小・中の両校で引き取りを

お願いいたします。基本的には、中学生を先に引き取っていただき、その後、藤小学校

への引き取りに来ていただきます。その後は、お子様と一緒に下校となります。 

（５）実施後、児童・保護者アンケートにご協力ください。 

 

３ その他 

（１）年度当初に「緊急連絡カード」に記載をしていただいた方がご来校願います。 

   ※今回、引き取り者の事前確認は行いません。年度途中、引き取り者に変更がある場合は、

変更が生じた時点で担任までご連絡ください。 

（２）引き渡し訓練のねらいをご理解の上、徒歩でご来校ください。 

（３）引き渡しは各教室で行います。児童昇降口から入り、上履きに履き替え、下足を持って

お子様の教室まで行っていただきます。上履きと下足入れをご用意ください。 

（４）学童保育室に所属する児童も、災害時は各ご家庭の引き取りとなります。 

   今回、都合が付かない場合は、学童保育室に引き取りを依頼しておいてください。連絡帳等に

て、学童利用の旨を学校までお知らせください。 

（５）引き渡しの際にご注意いただきたい点を次に記載します。ご確認ください。 （裏面へ） 

 



＜地震発生時の対応について＞ 
 

１ 生きていれば必ず会えます。無理をして迎えに行かず、自身の安全確保を！ 

 ・関東圏での大地震の際には、余震で倒壊してくる建物もあります。交通機関も遮断される

ことが想定される中、職場などから長距離を歩いて子どもを学校に迎えに行くのは、たい

へん危険です。 

 ・子どもたちは学校で安全に待機しています。 

 ・まずは、お互いが怪我をせず、無事でいられることを優先しましょう。 

 ・日頃からお子様に対して、災害発生時は「すぐには迎えに行けない」こと、「どんなに時

間がかかっても必ず迎えに行く」こと等について、話し合いをしておいてください。子ど

もたちの安全は学校で守りますが、お子様は保護者の方の言葉で安心することができます。 

 

２ 発災からおよそ３０分間は、引き渡しよりも子どもたちの安否確認を優先。 

 ・学校は発災時に子供たちの安否確認を行い、その後、施設や通学路等の安全確認を行いま

す。引き渡しの準備が整うまで３０分間はかかることを想定しています。 

 ・安否確認後になりますので、すぐには引き渡しできないことに、ご理解とご協力をお願い

します。 

 

３ 引き渡しカードに変更が生じた場合 

 ・４月提出時とカード記載の引き取り者に変更がある場合は、担任までお知らせください。 

 ・学童保育室に所属する児童も各ご家庭の引き取りとなります。 

 

４ 原則は体力のある年上の子どもから引き取りを！ 

 ・小学校、中学校の両校で引き取りをする場合は、原則は中学校からとなりますが、ご家庭

の事情によりどちらから先に引き取るかは各家庭で判断願います。 

 

５ 無理して連絡をとっていただかなくて構いません。 

 ・災害時は通信状況が悪く、電話はもちろん、メールもつながりにくくなります。連絡がな

くとも学校は、保護者の方の無事を信じて待っています。 

 

 

【引き渡し方法】 

 


